

認知症をもつ人に対するリハビリテーション研修会
～基礎から予防、支援まで～

　　本年1月、厚生労働省が新オレンジプランを公表し、「認知症への理解を深めるための普及・啓発への推進」や「認知症の容態に応じた適時・適切な医療・介護等の提供」等が述べられており、認知症リハビリテーションの推進が明記されています。2025年には65歳以上の約700万人が認知症になるとの新たな推計が発表され、認知症をもつ人に対するリハビリテーションの期待が高まっており、本研修会では認知症を持つ人の支援や予防をテーマにしています。急性期や回復期病院に勤務されている療法士の方にも役に立つ内容となっています。皆様の多数の参加を心よりお待ちしております。

日　時：2015年8月2日（日）13:00～17:20（12：45～ 受付）
会　場：和歌山市福祉交流館あいあいセンター4階 会議室6,7（和歌山市小人町29）
参加費：無料
定　員：80名
対　象：作業療法士、理学療法士、言語聴覚士

『認知症の基礎から意味のある作業の支援まで』 13:00～15:00
　　　講師：松下 太 先生（四条畷学園大学リハビリテーション学部 作業療法学専攻 准教授）
　　　内容：認知症の基礎（疾患論）
パーソンセンタードケア
認知症をもつ人に対する作業療法
※認知機能障害（器質的要因）を捉え、環境や人の背景因子narrativeな個人因子を包括して、
対象者の意味のある作業を分析・介入していく視点をお話して頂きます。
　
　『あなたも実践できる認知症予防教室』 15:20～17:20
　　　講師：横井 賀津志 先生（関西福祉科学大学 作業療法学専攻 准教授）
　　　内容：認知症予防のエビデンス
認知症予防の啓発方法について
認知症予防教室とは
※高齢者に対する認知症予防および転倒予防について実践や研究をされています。
[bookmark: _GoBack]認知症予防教室を実践するためのノウハウをお話して頂きます。

申込先：別紙「参加申込書」に必要事項を記入の上、FAXにてお申し込み下さい。　　　　
FAX 073-448-3339（和歌山県作業療法士会 事務局宛）　
問合先：和歌山県作業療法士会　嵜山まで（TEL 0736-33-3464　紀和病院 訪問リハビリ） 

主　催：（一社）和歌山県作業療法士会（公社）和歌山県理学療法士協会（一社）和歌山県言語聴覚士会






認知症をもつ人に対するリハ研修会
（平成27年8月2日開催）
【参加申込書】
和歌山県作業療法士会 事務局 宛
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事前把握のため７月２９日（水）までお申込み下さい．
